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七
飯
町
内
の
農
地
所
有
適
格
法
人
を
皆
様
に
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
が
、
今
回
は
道
南
で
は
初
め
て
導
入
さ
れ
た
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

等
を
飼
養
し
、
そ
の
乳
牛
か
ら
と
れ
る
生
乳
を
原
料
と
し
た
乳
製
品
を

製
造
・
販
売
し
て
い
る
（
有
）
山
川
牧
場
自
然
牛
乳
代
表
取
締
役
の
山
川

明
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ

：

就
農
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

：

小
学
生
の
頃
か
ら
牛
乳
配
達
や
搾
乳
、
牛
舎
の
掃
除
等
の
手
伝
い
を

し
て
い
て
、
小
学
生
高
学
年
の
頃
に
は
既
に
将
来
家
業
を
継
ぎ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。中
学
生
に
な
り
、
父
親
に
将
来
家
業
を
継
ぎ
た
い
と

意
思
表
示
を
し
て
、
農
業
系
の
高
校
を
卒
業
後
、
就
農
し
ま
し
た
。高
校

卒
業
後
の
３
年
間
は
、
冬
期
間
に
短
大
へ
通
学
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

更
な
る
知
識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
し
た
。た
だ
、
一
番
は
父
親
の
背
中

を
見
て
育
っ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
で
す
ね
。

Ｑ

：

主
に
飼
養
・
製
造
し
て
い
る
も
の
は
何
で
す
か
？

Ａ

：

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
40
頭
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
１
０
０
頭
を
飼
養
し
、
そ
れ

ら
に
与
え
る
飼
料
に
つ
い
て
も
牧
草
・
デ
ン
ト
コ
ー
ン
合
わ
せ
て
約
60

h
a
を
管
理
・
生
産
し
て
い
ま
す
。牛
乳
の
他
、チ
ー
ズ
、ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
、ヨ
ー
グ
ル
ト
等
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

：

特
に
気
を
付
け
て
い
る
事
や
大
切
に
し
て
い
る
事
は
何
で
し
ょ
う

か
？

Ａ

：

ま
ず
、
牛
舎
の
衛
生
管
理
と
牛
に
与
え
る
飼
料
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い

ま
す
。牧
草
等
は
有
機
農
法
で
適
期
刈
り
取
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。牛

の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
で
、
牛
も
そ
れ
に
応
え
て
く

れ
て
、濃
厚
で
成
分
が
高
い
美
味
し
い
生
乳
が
生
産
で
き
ま
す
。

Ｑ

：

今
後
の
展
望
や
目
標
等
を
教
え
て
下
さ
い
。

Ａ

：

牛
の
飼
養
頭
数
を
増
や
し
て
、
生
乳
の
生
産
量
や
商
品
数
を
増
や
す

等
、
加
工
の
方
を
も
っ
と
伸
ば
し
て
い
き
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
も
増

頭
分
の
牛
が
飼
養
で
き
る
牛
舎
を
新
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。ま

た
、
消
費
者
の
酪
農
へ
の
理
解
と
交
流
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
２
年
前

か
ら
始
め
た
仔
牛
の
哺
乳
体
験
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
心
で
美
味
し
い
乳
製
品
を
消
費
者
の
皆
様
に
お
届
け
で

き
る
よ
う
に
、社
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
有
限
会
社
山
川
牧
場
自
然
牛
乳
）
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総
会
は
、
農
業
委
員
会
が
処
理
す

べ
き
事
項
を
審
議
あ
る
い
は
協
議

し
決
定
す
る
場
で
、
通
常
月
1
回
開

催
さ
れ
ま
す
。

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

　
可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）

１
件（
可
決
）

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許

　
可
申
請
に
つ
い
て（
農
委
許
可
）

１
件（
可
決
）

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

　
可
申
請
に
つ
い
て（
農
委
許
可
）

１
件（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
所
有
権
移
転
） １件（

可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

２
件（
否
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

　
つ
い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）３件（

可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
農
地
保
有
合
理
化
事
業
）

１
件（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
使
用
貸
借
）２

件（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

１
件（
可
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

　
つ
い
て

・
農
地
法
第
４
条
の
規
定
に
よ
る
許

　
可
申
請
に
つ
い
て（
農
委
許
可
）

１
件（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）４件（

可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
賃
貸
借
）

１
件（
可
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

　
つ
い
て

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

　
可
申
請
に
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）             

１
件（
可
決
）

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

　
可
申
請
に
つ
い
て（
使
用
貸
借
）

１
件（
可
決
）

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

　
可
申
請
に
つ
い
て（
農
委
許
可
）

１
件（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）８件（

可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
賃
貸
借
・
使
用
貸
借
）

11
件（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
農
地
中
間
管
理
事
業
）

１
件（
可
決
）

・
土
地
の
現
況
証
明
願
に
つ
い
て

１
件（
可
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

　
つ
い
て

・
農
地
法
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
許

　
可
申
請
に
つ
い
て（
農
委
許
可
）

２
件（
可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
所
有
権
移
転
）２件（

可
決
）

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
に

　
つ
い
て（
賃
貸
借
）

２
件（
可
決
）

・
農
地
移
動
適
正
化
斡
旋
申
し
出
に

　
つ
い
て

　
農
地
の
売
買
・
贈
与
・
賃
貸
借

な
ど
を
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第

３
条
に
基
づ
く
農
業
委
員
会
の
許

可
が
必
要
で
す
。こ
の
許
可
を
受
け

な
い
で
し
た
行
為
は
、
無
効
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
、

農
地
の
売
買
・
賃
貸
に
つ
い
て
は

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

づ
く
方
法
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は

農
業
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

※
相
対
取
引
の
場
合
、
後
々
ト
ラ
ブ

ル
の
基
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す

の
で
、
農
業
委
員
会
の
積
極
的
な
活

用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
近
年
は
、
突
発
的
な
集
中
豪
雨
な

ど
が
増
え
て
お
り
ま
す
が
、
農
地
か

ら
の
土
砂
流
出
に
よ
る
事
故
等
の

発
生
に
備
え
、
農
家
の
皆
さ
ん
は
次

の
こ
と
に
ご
留
意
願
い
ま
す
。

１ 

傾
斜
地
の
あ
る
畑
で
は
、
横
う

　 

ね
耕
作
や
下
側
に
素
掘
り
を
掘

　 

る
な
ど
、
直
接
道
路
な
ど
へ
土

　 

が
流
出
し
な
い
よ
う
努
め
ま

　 

し
ょ
う
。

２ 

道
路
境
界
近
く
ま
で
作
付
け
し
、

　 

豪
雨
時
に
は
道
路
に
土
砂
が
流

　 

出
し
て
い
る
畑
が
散
見
さ
れ
ま

　 

す
の
で
、
適
正
な
管
理
に
努
め

　 

ま
し
ょ
う
。

３ 

長
い
畑
で
は
、
適
当
な
と
こ
ろ

　 

で
水
切
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

４ 

用
排
水
路
の
泥
上
げ
や
ゴ
ミ
等

　 

の
取
り
除
き
に
つ
い
て
も
適
時

　 

適
切
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
管
理
責
任
等
に
過
失
や
瑕
疵
等

が
あ
る
と
、
賠
償
請
求
等
が
要
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。以
上
の
点

に
つ
い
て
十
分
留
意
の
う
え
、
適
正

な
農
地
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会

総
会
開
催
予
定

第
４
回　

平
成
29
年
９
月
26
日

第
５
回　

平
成
29
年
10
月
27
日

第
６
回　

平
成
29
年
11
月
22
日

第
７
回　

平
成
29
年
12
月
22
日

第
８
回　

平
成
30
年
1
月
24
日

農
業
委
員
会
総
会
で

決
ま
っ
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

〈
農
地
の
売
買
・
賃
貸
借

の
場
合
に
は
、
農
業
委

員
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
〉

農
地
の
保
全
管
理
に
つ
い
て

～毎週金曜日にお届けします　暮らしと経営に活きる情報～

※購読の申込み手続きなど、詳しくは農業委員会事務局
（電話65-2519）までお気軽にお問い合わせください。

全国農業新聞は、農業者の公的代表機関
である農業委員会系統組織が発行する
「週刊」農業総合専門誌です。

全国農業新聞の購読について（お知らせ）

◆毎週金曜　発行 　
◆購読料は月額700円
　（年間8,400円）

平成３０年３月２６日（月）
平成３０年４月２６日（木）
平成３０年５月２４日（木）
平成３０年６月２７日（水）
平成３０年７月２６日（木）
平成３０年８月２７日（月）

３月１２日（月）
４月１２日（木）
５月１０日（木）
６月１３日（水）
７月１２日（木）
８月１３日（月）

３月１９日（月）
４月２０日（金）
５月１７日（木）
　６月２０日（水）
　７月１９日（木）
　８月２０日（月）

農業委員会会議室
〃
〃
〃
〃
〃

第10回
第11回
第12回
第13回
第14回
第15回

現況調査許可申請等締切日開催場所開　催　日総会名
■今後の総会開催予定は次のとおりです。

※日程は都合により変更となる場合があります。
　最新情報は農業委員会事務局（☎６５‒２５１９）までお問い合わせください。
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農
作
業
の
本
格
的
な
収
穫
を
迎

え
た
９
月
に
、
例
年
実
施
し
て
お
り

ま
す
作
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
低
気
圧
の
接
近
で
悪
天

が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
大

き
く
崩
れ
る
こ
と
な
く
、
町
内
各
地

区
の
農
作
物
の
生
育
状
況
や
収
穫

作
業
の
進
捗
状
況
等
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昨
年
の
９
月
４
日
か
ら
６
日
に

か
け
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
合
わ
せ
て
19
名
が
道

外
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。今
回

は
、
当
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し
て

お
り
ま
す
香
川
県
三
木
町
を
訪
問

し
、
三
木
町
農
業
委
員
会
と
の
意
見

交
換
や
、
三
木
町
内
で
６
次
産
業
化

さ
れ
て
い
る
法
人
や
関
連
施
設
等

６
か
所
を
視
察
し
ま
し
た
。付
加
価

値
を
付
け
る
た
め
の
６
次
産
業
化

等
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
当

町
に
お
け
る
６
次
産
業
化
や
今
後

の
農
業
振
興
の
あ
り
方
を
考
え
直

す
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
６
月
に
三
木
町
農
業
委
員

会
が
当
町
を
視
察
研
修
す
る
た
め

に
来
町
さ
れ
ま
し
た
が
、
両
町
と
も

に
７
月
に
新
体
制
と
な
り
、
新
体
制

後
初
の
交
流
と
な
り
ま
し
た
。今
後

と
も
双
方
の
農
業
委
員
・
推
進
委

員
同
士
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
七
飯
町
内
で
平
成
29
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
締
結
さ
れ
た
賃
借

料
水
準
を
公
表
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
の
農
地
法
改
正
に
よ

り
、
従
来
の「
標
準
小
作
料
制
度
」が

廃
止
さ
れ
、
農
業
委
員
会
で
は
「
農

地
賃
借
料
情
報
の
提
供
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
農
地
法
第
52
条

：

情
報

の
提
供
等
）

　
農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
し
よ
う

と
す
る
方
の
目
安
と
な
る
よ
う
、
実

際
に
締
結
さ
れ
た
農
地
の
賃
貸
借

契
約
の
賃
借
料
を
も
と
に
作
成
し

た「
賃
借
料
情
報
」を
参
考
に
、
貸
し

手
、
借
り
手
が
十
分
な
話
合
い
の
う

え
で
、
農
地
の
賃
借
料
を
決
め
て
下

さ
い
。

　
地
域
区
分
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

●
七
飯
方
面

本
町
、
桜
町
、
鳴
川
、
緑
町
、

飯
田
町
、
大
中
山
、
大

川
、
中
野
、
中
島
、
豊
田
、

鶴
野
、
上
藤
城
、
藤
城
、

峠
下
、仁
山

●
大
沼
方
面

大
沼
町
、
上
軍
川
、
軍
川
、

東
大
沼
、西
大
沼

活 動 報 告

農
業
委
員
視
察
研
修

平
成
29
年
９
月
４
日
〜
６
日

香
川
県
三
木
町
他

町
内
一
円
で
実
施

平
成
29
年
９
月
12
日

作

況

調

査

※１ データ数は、集計に用いた件数です。
※２ 賃借料を物納支給（玄米等）としている場合は、玄米１俵（60㎏）12,000円、白米１俵（60㎏）20,000円に換算し算出しています。
※３ 平均金額は算出結果を四捨五入し100円単位で算出しています。最高・最低額は実金額を記載しています。

３　畑（果樹地・りんご）の部
締結（公告）された地域名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 データ数
七 飯 方 面

大 沼 方 面

実 績 無 し

実 績 無 し

２　畑（普通畑）の部
締結（公告）された地域名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 データ数
七 飯 方 面

大 沼 方 面

９，９００円

６，１００円

１４，５２６円

９，３７３円

６，７３０円

５，０００円

１８

８

１　田（水稲）の部 単位：円（金額は１０ａ当たり）

締結（公告）された地域名 平 均 額 最 高 額 最 低 額 データ数
七 飯 方 面

大 沼 方 面

１１，３００円

９，９００円

２０，０００円

１０，０００円

５，９８４円

９，３４１円

１１０

２６
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農
業
を
始
め
て
46
年
、
農
業
委
員

と
し
て
３
期
目
を
迎
え
た
今
、
農
業

の
姿
も
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。野
菜
の
栽
培
に
取
り
組
み
始
め

た
頃
は
、
全
て
の
作
業
が
手
作
業
で

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
播
種
か
ら

箱
詰
め
作
業
に
至
る
全
て
の
工
程

が
機
械
化
さ
れ
効
率
が
図
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
半
面
、

農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

等
が
原
因
で
、
耕
作
さ
れ
て
な
い
農

地
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｅ
Ｕ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
や
Ｔ
Ｐ

Ｐ
11
な
ど
の
自
由
貿
易
協
定
が
進

ん
だ
他
、
農
協
・
農
業
委
員
会
改
革
、

米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
の
見

直
し
、
中
間
管
理
機
構
の
創
設
、
法

人
化
の
推
進
等
、
急
速
に
農
政
を
取

り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
う
し
た
国
際
環
境
な
ど
も
含

め
た
様
々
な
変
化
に
対
応
し
て
い

く
た
め
に
は
、
農
地
を
地
域
の
担
い

手
に
集
積
さ
せ
、
優
良
農
地
を
守
っ

て
い
き
、
競
争
力
の
あ
る
安
心
・
安

全
な
農
畜
産
物
を
生
産
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。私
自
身
、
今
年

に
入
っ
て
農
業
経
営
を
法
人
化
さ

せ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
新
た
な

取
り
組
み
に
挑
戦
し
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
他
の
農
業
委
員
・
推

進
委
員
の
方
々
や
関
係
機
関
等
と

も
連
携
し
、
七
飯
町
農
業
の
発
展
の

た
め
に
微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
昨
年
７
月
の
改
選
か
ら
、
七
飯
町

も
新
た
な
選
出
方
法
で
農
業
委
員

が
選
任
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、
新
任
農
業
委
員
の

中
に
は
新
た
な
女
性
委
員
が
任
命

さ
れ
、
継
続
委
員
と
合
わ
せ
て
２
名

と
な
っ
た
他
、
推
進
委
員
の
中
に
は
、

30
代
の
若
い
委
員
が
委
嘱
さ
れ
る

な
ど
一
歩
前
進
し
た
構
成
に
な
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
体
制
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

農
地
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
が

以
前
よ
り
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。農
業
委
員
と
し
て
の

使
命
で
あ
る
農
地
の
有
効
活
用
、
耕

作
放
棄
地
の
解
消
及
び
発
生
防
止

等
に
向
け
て
委
員
会
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
も
う
一
つ
の
使
命
で
あ
る

担
い
手
の
「
育
成
」
と
「
確
保
」
と
い

う
点
に
つ
い
て
は
、
後
継
者
や
第
三

者
に
引
き
継
い
だ
り
、
新
規
参
入
者

を
受
け
入
れ
た
り
と
方
法
は
様
々

あ
り
ま
す
。ど
れ
も
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
担
い
手
へ
の
取
り
組
み

や
支
援
等
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
次
世
代
の
後
継
者
や
担
い
手
が
、

農
業
に
対
す
る
夢
と
希
望
を
抱
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
残
し
て
い

け
る
手
助
け
の
力
と
な
れ
れ
ば
幸

い
で
す
。

　
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
伴
い
、

昨
年
７
月
よ
り
農
業
委
員
14
名
、
推

進
委
員
６
名
に
よ
る
新
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
、
早
い
も
の
で
半
年
以
上

が
経
過
し
ま
し
た
。少
し
で
も
「
農

地
利
用
最
適
化
の
推
進
」
に
寄
与
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
今
後
と
も
委
員

会
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
干
支
は
、「
戊
戌

（
つ
ち
の
え
・
い
ぬ
）」
で
す
。「
戊
」

は「
茂
」に
通
じ
る
と
い
わ
れ
、
植
物

の
成
長
が
絶
頂
期
に
あ
る
と
い
う

意
味
も
あ
り
ま
す
。是
非
、
今
年
の

秋
に
は
豊
作
を
迎
え
、
収
穫
さ
れ
た

農
畜
産
物
を
食
し
て
い
た
だ
き
、
消

費
者
の
皆
様
方
と
と
も
に
喜
び
を

分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
素

晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
■
編
集
委
員
　
神
　
　
秀
子

　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
泰
久

　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
明

　
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
猛

★編集・発行

七飯町農業委員会
事務局（役場内）

〒041-1192
七飯町本町6丁目1-1
☎65-2519（直通）　
Fax65-9280

編
集
後
記

e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f

澤田　雄一　委員

農
業
委
員
と
し
て

宮田　学　委員

次
世
代
の
担
い
手
さ
ん
へ

農
業
委
員
の
声

　農地所有適格法人は、農地法第６条の規定により、

毎事業年度の終了後３ヵ月以内に、「農業の状況を記

した農地所有適格法人報告書」を農地の所在する全て

の農業委員会に提出しなければならない義務があり

ます（複数の市町村の農地を使用している場合には、

その全ての市町村へ提出することになります）。例え

ば決算期が１２月末の場合には、３月末までに提出し

なければなりません。

　農地法では、農地所有適格法人以外の法人の原則農

地の所有を認めておらず、報告書が未提出の場合は、

農地所有適格法人としての資格確認ができません。

　また、事業状況を把握することができないため、農

地台帳の整備や営農証明などの発行事務に支障があ

りますので、期限内の報告を宜しくお願いします。

農地所有適格法人は毎年決算後に
「事業報告書」の提出をお願いします

■詳しくは■
農業委員会・ＪＡ新はこだて 七飯基幹
支店までどうぞ

農業者年金
つのポイント６

1.農業者なら広く加入でき
　る
2.積立方式・確定拠出型で
　安定した年金財政
3.保険料の国庫補助あり
4.保険料は自分で選べ、い
　つでも見直しができる
5.社会保険料控除など税制
　面での優遇措置
6.終身年金（早く亡くなっ
　ても８０歳までの分は保
　証付き）


